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１．誘導施策の設定 

まちづくりの方針に基づき設定した、４つの誘導方針のうち、「都市機能」「居住」「公共交通」に関する施

策を、誘導施策として展開します。（防災・災害対策は防災指針に位置付けます。） 

 

１．都市機能の誘導方針 

高次の都市機能や生活サービス機能の誘導を図る 

２．居住の誘導方針 

まちのまとまりを維持・形成するための緩やかな誘導を図る 

３．公共交通の誘導方針 

都市拠点と地域拠点又は生活拠点を結び、地域ニーズに合った公共交通ネットワークを維持・充実

する 

 

誘導施策は、上記の３つの誘導方針を実現するための取組として３種類に区分し、居住又は都市機能

の緩やかな誘導を図ります。各区域への機能誘導の促進に加え、区域外における都市機能立地を抑制す

る働きがあります。 

 

 施 策 の 種 類 内 容 

① 都市機能誘導に関する施策 都市機能誘導区域内に施設を誘導するための施策 

② 居住誘導に関する施策 居住誘導区域内に居住を緩やかに誘導するための施策 

③ 公共交通に関する施策 各区域を結ぶネットワークを維持・充実させるための施策 

 

なお、誘導施策は本市独自で展開する施策のほか、国が直接実施する施策や国の支援（都市再生特別

措置法の改正に伴い拡充された各種支援措置）で行うもの等があり、これら複数の施策を組み合わせて効

果的に展開するものとします。 
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２．まちづくりの方針、誘導方針、誘導施策体系、目標値の整理 
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高次の都市機能や生活サービス機能の誘導を図る 

・都市拠点である安中市役所や安中駅周辺は、市の中心的な

拠点として、公共公益施設や高次の都市機能の誘導、商業・

業務機能の向上、市役所庁舎の建替え、公有地の利活用等

により、都市の魅力や求心力の向上を図ります。 

・また、松井田仲町交差点・西松井田駅周辺を地域拠点、原市

交差点・磯部駅周辺及び安中榛名駅周辺は地域生活を支え

る生活拠点として、日常生活に必要な生活サービス機能の

誘導による生活利便性の維持・向上を図ります。 

まちのまとまりを維持・形成するための緩やかな誘導

を図る 

・都市機能や生活サービス機能が集積し、公共交通による利

便性が高いエリアについて、移住・住み替えの受け皿として

の空き家や未利用地の活用検討、ライフスタイルの変化に伴

う市民ニーズに対応した住環境の確保などに取組み、まち

のまとまりの維持・形成を図り、人口密度を維持することで、

生活サービスや地域コミュニティが維持された暮らし続けら

れるまちを目指します。 

都市拠点と地域拠点又は生活拠点を結び、地域ニーズ

に合った公共交通ネットワークを維持・充実する 

・拠点間を結ぶ公共交通機関軸の維持・充実を図ります。 

・拠点間を結ぶ路線バス・乗合タクシー等について、交通事業

者等と連携を図りながら、公共交通ネットワークの維持や公

共交通空白・不便地域の解消、地域ニーズに合った運行形態

への見直し、交通結節点の形成などに取組み、公共交通が利

用しやすく、誰もが心地よく生活できるまちを目指します。

また、鉄道事業者等と連携し、駅周辺の利便性の向上や新駅

の整備の検討、鉄道利用者数や運行本数の維持を図ります。 

・本市と周辺市間を結ぶ公共交通軸の維持・充実を図り、通

勤、通学、通院、娯楽や観光等のための本市と周辺市間の移

動の利便性向上を図ります。 

①拠点機能の

集積や生活

サービス機

能の維持・向

上による魅

力のあるま

ち 

③公共交通が

利 用 しやす

く、自家用車

に頼らずとも

誰もが心地

よく生活でき

るまち 

②生活サービ

ス機能や地

域コミュニテ

ィが維持され

た暮らし続け

られるまち 

【まちづくりの方針】 【誘導方針】 【目標値】 

 

都市機能誘導区域

における誘導施設

の割合 

●●％ 

（令和6年） 

 

●●％ 

（令和22年） 

 

 

居住誘導区域の 

人口割合 

●●％ 

（令和２年） 

 

●●％ 

（令和22年） 

 

公共交通沿線にお

ける人口の割合 

●●％ 

（令和２年） 

 
●●％ 

（令和22年） 

【誘導施策体系】 

施策3-2：ＡＩデマンド交通の導入 

防 

災 

④誰もが安全で

安心して暮ら

し続けられる

まち 

想定される災害ごとに、リスク分析に基づく取組方針と施策を設定する 

・洪水浸水、土砂災害、地震、火山噴火の各災害に加え、大規模盛土造成地のリスク分析を行い、結果に基づく取組方針と施策を設定します。 

 

※資料3-2にてとりまとめ 

災害リスクが高い地域に 

居住する人口の割合 

 ●●％         ●●％ 

（令和２年）     （令和22年） 

施策1-1：新駅構想周辺の開発 

例）都市構造再編集中支援事業 

  特定地域都市浸水被害対策事業 

  特定用途誘導地区 

施策1-2：公共施設の移転・複合化 例）都市構造再編集中支援事業 

施策1-3：市役所跡地の活用 

例）都市構造再編集中支援事業 

  市街地再開発事業／住宅市街 

地総合整備事業／防災街区 

整備事業／特定用途誘導地区 

施策2-1：居住環境の向上 

（スマートエネルギーシステム設置補助金 等） 

例）居住環境向上用途誘導地区 

スマートウェルネス拠点整備事業 

施策2-2：移住・定住の促進 

（マイホーム取得支援金、結婚新生活支援 

事業 等） 

例）住宅市街地総合整備事業 

施策2-3：空き家・空き地を活用したコミュニ 

ティの場の形成 

（空き家バンク事業 等） 

例）立地誘導促進施設協定 

（コモンズ協定） 

  空き家再生等推進事業 

施策2-4：温泉街活性化 

（磯部駅周辺温泉街のバリアフリー化） 

例）バリアフリー環境整備促進事業（検

討） 

  都市構造再編集中支援事業 

施策3-1：公共交通（新駅設置の検討、バス 

再編、都市間輸送バスの検討等）の 

維持・充実 

例）地域公共交通再構築事業 

  都市・地域交通総合戦略事業 

  都市構造再編集中支援事業 

例）地域公共交通再構築事業 

  都市・地域交通戦略推進事業 

  都市構造再編集中支援事業 

施策3-3：MaaＳ等の公共交通のＤＸ 例）日本版MaaＳ推進支援事業 
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